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今号はJ. Aquat. Plant M anage.の25周年記念 

号となっており、69ページから最終92ページには、これ 

までの会の歴史（会自体は創立27周年）とその間の雑誌 

の内容の変遷について詳しく紹介されている。表紙も 

silver anniversaryということで普段の薄紫色から銀色 

に変えられていたのが印象的であった。

A Model to Describe Growth of the Filamentous 

Alga Pithophora oedogonia (Chlorophyta) in an 

Indiana Lake ( D. F. Spencer, S. W. O’Neal 

and C. A. Lem bi)
インディアナ州の湖で雑草となっている糸状藻類（ jP. 

oedogonia (Mont.) W ittr .)の成長をシミュレート

するコンピューターモデルが作成された0 モデルの基本 

はモノーの式を改良したもので、この式中に、⑴成長を 

制限する栄養塩（チッ素とリン）間の時間的な変動、(2) 

藻類マット下での自己被陰、（3汰雨や風 （ 7 日間の総計） 

によるマットの流失という3つの要因を取り入れた。こ 

の式は、⑴24時間以内に起こる激しい降雨（ 2.5 — 5cm) 

のためのマット流失の予測に対する感受性の低さ、（2>ラ 

ン藻のアレロパシックな影響、そして⑶光制限を引き起 

こす天候、に関して限界がある0 このモデルは湖の栄養 

塩濃度を下げる管理計画の効果を事前評価するのに役立 

つ0 湖内のチッ素量を50劣減らすことは、リンの量を同 

じだけ減らすよりも、藻類の大幅な現存量の低下をもた 

らすことが予測された。

Effect of Selected Dyes on the Growth of the 

Filamentous Blue-green Alga, Lyngbya majes- 

cula (B. B. Martin, D. F. Martin and M. J. 

Perez-Curet)

糸 状 ^®、Lyngbya majescula H a rv .(サヤユレモ 

属）の短期的な成長に対する4 種の染色剤（ローズベン 

ガル、メチレンブルー、フタロシアニンテトラサルフオ 

ネイト亜鉛 （ZPS)、エリスロシン）の影響を、ヴァー 

ルブルグ圧力計を用いて測定した。ロー ズべンガルとメ 

チレンブルーは駿素の生成率をそれぞれ43と35洛低下さ 

せ、ZPSとエリスロシンは約25劣低下させた0 酸素発 

生率の低下は、増 ・ jとして働く染色剤によるシングレッ 

卜酸素の発生によって引き起こされる光反応よって説明 

された0 仮説は増感剤（ローズベンガル，必M )に対す 

るアジ化ナトリウム(IO 4M )の抑制効果という検証に 

よって証明された。おそらく他の染色剤も同じような方 

法で働いており、それらの活性はシングレット酸素を発 

生させる能力と一致している。プラスチック容器に5 g 

の ム majesculaをいれてその成長を野外において測定 

したところ、やはりローズベンガルとメチレンブルーが' 

成 長 （生重の時間的変化）をよく阻害し、2PSとエリ 

スロシンの効果はかなり悪かった0

Nitrogen fixation by Azolla cultured in Nutrient 

Enriched Waters (K.R.Reddy)

栄養塩を添加した排水液で培養したAzolla caroli- 

niana W illd .(アメリカアカウキクサ）の成長能とチッ 

素固定能を温室において測定した。チッ素固定能はアセ
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チレン還元検定法、 1sN 2 固定、 l5N希釈法によって測 

定した0 色々なタィプの排水液中で植物は0.069から 

0.155/ 日の比成長率を示した。チッ素固定能は水中の 

アンモニアイオン濃度と反比例の関係を示した。 ,5N2 

固定に対するC2 生成の分子量比は4.43土0.34だっ

た。成長は25°Cで最適であり、チッ素固定は30°Cで最大 

となった。チッ素固定測定の3 つの方法はすべて満足の 

ゆく結果を生んだ。 15N 2 の 使 用 は 儿 caroliniana 

によるチッ素固定を直接的に示した。

Evapotranspiration from Eichhornia crassipes, 

Pistia stratiotes, Salvinia herzogii and Azo Ila 

caroliniana during summer in Argentina (V.H. 

Lallana, H. A. Sabattini and M. C. Lallana)

蒸発 散 （ E ) による水の消失量を4 種の浮漂植物につ 

いて調べた。野外実験は5 cm以下という一定の植物の厚 

さのもとで、1.1mずつ離した100リッターの円柱容器 

を用いた完全無作為法によって行なわれた。いくつかの処 

理が4種植物（ホテイアオイ、ボタンウキクサ、サンショ 

ウモの仲間、アメリカアカウキクサ）になされ、開水面の 

蒸散量 （E o )と比較された。ボタンウキクサ （ 84,0001 

/ h a / 日）、サンショウモの仲間 （ 87,000I Z h a /日）、 

アメリカアカウ牛クサ（71,0001 / h a / H )の蒸発散量は 

開水面の蒸散量と有意な差が無かった。ホティアオィの 

Eは他の種よりも150劣高い値だった。 E / E o 比はホ 

テイアオイが2.67、その他の3 種は 1に近かった。

Influence of Water Regime on Growth of Dwarf 

Spikerush and Slender Spikerush (F. M. Ashton 

and S. H. Bissell)

あらかじめ発芽させたハリィ属の2 種、Eleocharis 

coloradoensis (Britt.) Gilly (仮称コハリィ ） と  E. 

acicularis (L .) R. & S .(チシママツバイ）の 2 〜 

3枚葉の実生を人工土壌に植え付け、56週の間、⑴継続 

的な沈水状態、⑵継続的な抽水状態、⑶抽水一冬期沈水 

— 抽水、⑷沈水4 期干上がり一沈水という4 つの水状態 

に置いた（その他の環境条件は通常通り）。植物体の生 

重と乾重を約4週間毎に測ったところ、 2種ともに時間と 

共に譴が増えたが、冬期においてはコハリイの重量が低 

下したのに対し、チシママツバイは比較的一定の重量を 

保った0 春季、温度が上昇するにしたがって、チシママツ 

バイはコハリイよりも速く成長した。チシママツバイは処

理⑷における56週目に最大現存量となった。この値は処 

理 1)の約 2倍、処理2>および⑶の1.4倍だった。 これに 

対し、コハリイの処理1)から⑷の56週目の値にはほとん 

ど差が無かった。それぞれの種の最適な水条件下におい 

て、チシママツバイはコハリイの約3倍の現存量を生産し 

た。これらの結果および他の資料により、今回の条件下で 

は、チシママツバイは好ましくない水生植物の競争相手と 

してコハリイよりも有用であり、前者の成長は水条件の人 

為的操作により促進されることが示唆された。

Effect of Salinity and Temperature on Germina­

tion of Monoecious Hydrilla Propagules ( V. 

Carter, N. B. Rybicki and C. L. Schulman)

塩分濃度はチヱザピーク湾でのクロモの今後の分布域 

を決定する大きな要因であろう。なぜなら、塩分は雌雄 

同株のクロモの繁殖子（tu b e rと tu rio n )の発芽に影響 

を及ぼすからである。 0から9ppt (千分の一）まで、そ 

して0から13pptまでという塩分濃度に対する2 種の耐 

性実験により、繁殖子の発芽と成長は濃度が高くなるに 

つれ有意に低下することがわかった。発芽率は0 pptで 

92から97劣、 5から9 pptで 4 から20劣、そして9 ppt 

以上では発芽は起こらなかった。さらに、 7 から 9 ppt 

の濃度にさらされたものに成長阻害が見られた。42日間 

7 °Cの低温においた繁殖子の92洛は移植後に発芽したが、 

低温処理しなかったものは発芽しなかった。

Harvesting and Carbohydrate Accumulation in 

Eurasian Water m ilfoil(M . A. Perkins and M. 

D. Sytsma)

ホザキノ フサモ (Myriophyllum spicatum L . ) の 

繁茂を制御するための数次の刈り取り効果がワシントン 

湖において短期的（一成長期間内）および長期的（二回 

の成長期間にまたがる）な時間スケールで調べられた0 

7月の 1回限りの刈り取りではほんの少しだけしか現存 

量は低下しなかったが、年 2 回の刈り取りではさらに36 

劣の低下があり夏季のピークを半分にした。刈り取りは 

成長期における炭水化物の根への畜積を妨げたが、これ 

による低下は越冬期の畜積によって相殺された。刈り取 

り後に一時的に起こった成育期間中の現存量の低下は、 

刈り取りによって引き起こされた炭水化物量の低下では 

説明できなかった。

(国井秀伸)
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